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新 しいニ ュー キ ノロ ン系薬 剤 で あ るsparfloxacin(SPFX)を 複雑 性 尿 路 感 染症 お よ び急 性 細 菌

性 前立 腺 炎39例 に投 与 し,以 下 の 結 果 を得 た。

1)複 雑 性 尿 路 感 染症27例 中,著 効10例,有 効7例,無 効10例 で 総 合 有 効 率63.0%で あ っ

た。 細 菌 学的 に は グラ ム 陽性 球 菌17株 中11株 消 失 し,64.7%,グ ラ ム陰 性 桿 菌27株 中22株 消 失

し,81.5%の 菌 消 失率 で あ った 。

2)急 性前 立 腺 炎5例 中 著効3例,有 効2例 で 有 効率100%で あ り,細 菌 学的 に はEscherichia

coli, Enterococcus sp., Enterobacteraerogenesが 全 て 消失 した。

3)自 ・他 覚 的 副作 用 は全 く認 め られ ず,GOT,GPTの 上 昇 が1例 に認 め られ た。

以 上 よ り,sparflaxacinは 複 雑 性 尿 路 感 染 症 お よ び 急 性 細 菌性 前 立 腺 炎 に 有 用性 の 期 待 で き る

薬剤 と考 え られ た 。
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Sparfloxacin(SPFX)は 大 日本製薬㈱で開発された

ニューキノロン系合 成抗 菌剤 で,グ ラム陽性球菌

(GPC),グ ラム陰性桿菌(GNR)及 び嫌気性菌に幅広い

抗菌スペクトラムと強い抗菌力を有することが知られて

いる二)。 経口投与により,消 化管よりの吸収 も優れ,

T1/2は16時 間とされている。また,尿 中よりの排泄は

緩徐でr投 与後3日 目までに活性体として10～13%の

排泄に留り,1回200mgの1日2回7日 間反復投与で

は,4日 目よりプラトーに達 し,1.2～1.8μg/mlの 血

中濃度が維持されるとされている3)。

このような特長を有する本剤を複雑性尿路感染症と急

性前立腺炎患者に投与し,臨 床的有用性を検討したので

報告する。

I.投 与対象と投与方法

1988年6月 より1990年4月 までに九州大学,佐 賀医

科大学,九 州厚生年金病院,九 州労災病院及び三信会原

病院泌尿器科にて,複 雑性尿路感染症及び細菌性前立腺

炎と診断された39例 を対象とした.投 与量は1回100～

300mgの1日1～2回 経口投与とした。

II.臨 床効果及び安全性の判定

UTI薬 効 評価基準(第3版)及 び同追補{7に 準 じ

て,臨 床効果及び安全性の判定を行った。即ち,複 雑性

尿路感染症に対 しては,膿 尿と細菌尿を指標とし,投 与

5日 目に判定 した。急性前立腺炎に対しては臨床症状と

尿所見(i,VB3,EPS)を もとに7日 目に判定 し
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Table 1. Background characteristics

た。 また,参 考 と して,臨 床 症状,尿 所 見 等 を もとに,

主 治 医 に よ る判 定 を 著効,有 効,や や 有 効,無 効 及 び 不

明 と判 定 した。 さ らに,安 全 性 に関 して は 自他 覚 的 副 作

用 と臨 床検 査 値 に よ り検 討 した 。複 雑 性 尿路 感 染症 と急

性 前 立 腺 炎 の患 者背 景 をTable1に 示 した。 本 剤 投 与

前,分 離 菌 に 対 す るMICを 化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 従 っ

て,sparfloxacin(SPFX),　 ciprofloxacin(CPFX),

ofloxacin(OFLX)及 びenoxacin(ENX)に つ いて 検

討 した。

III.成 績

1.複 雑 性 尿 路 感 染症

投 与 前 の 主 な 分離 菌 に対 す るMICを4つ の ニ ュー キ

ノ ロ ンに つ い て 検 討 した が,SPFXは,ほ とん ど の 菌

に対 して最 も低 いMICを 示 した(Table2)。

複 雑 性 尿路 感 染 症30例 に本 剤 を 投 与 した。 男性18例,

女 性12例 で年 齢 は40歳 ～80歳 代 に 分布 した 。

UTI薬 効 評 価基 準 合 致 例 は27例 で,投 与前 菌 陰性及

び年 齢 違 反 で3例 が 除 外 さ れ た 。 総 合 臨 床 効 果 は著効

10例,有 効7例,無 効10例 で 総 合 有 効 率63.0%で あっ

た(Table3)。 こ の う ち,カ テ ー テ ル 留 置 例 は4例

で,い ず れ も無効 で あ った 。 そ こで カテ ー テ ル非留置 例

の総 合 有 効 率 は73.9%と な る。 病 態 群 別 に は,単 独 菌

感 染 で下 部 尿 路 感 染 で あ る第4群 が13例 と最 も多 く,

総 合有 効 率 は76.9%で あ った(Table4)。 また,本 剤

の1日 投 与 量200mgと300mgに 分 けて 有 効 率 を比較

す る と200mg群68.4%,300mg群50.0%とdose-

responseは み られ なか っ た(Table5)。 細 菌 学 的 に
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Table 2. MIC distribution of 4 new quinolones against species of bacteria isolated from 

patients before treatment

Table 3. Overall clinical efficacy of sparfloxacin in comolicated UTI
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Table 4. Overall clinical efficacy of sparfloxacin classified by type of infection

Table 5. Clinical efficacy rate of sparfloxacin against complicated 

UTI classified by daily doses

Table 6. Bacteriological response to sparfloxacin in complicated UTI

* regardless of bacterial count 

GPC : Gram-positive cocci GNR : Gram-negative rods
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Table 7 Bacteriological response classified by MIC

* ND: not done

Table 8. Clinical efficacy of sparfloxacin judged by doctors in charge

は,GPC17株 中11株 が 消 失 し,64.7%の 消 失 率 で,

GNR27株 中22株 消 失 し,81.5%の 消 失 率 で あ っ た

(Table6)。 投 与 後 出 現 菌 は8株 でStaphylococcus

aureus1株,Staphylococcus eptdermidis3株,

Providencia stuartii1株 ,Alcaligenes faecalis 1

株,Candida sp.2株 で あ った。Table7にMIC別 細

菌学的効 果 を 示す が,本 剤 のbreaking pointは0.78～

1.56μg/mlあ た りにあ る と思 わ れ た。

2.急 性前 立 腺 炎

急性前 立腺 炎9例 の う ち,4例 は症 状 な し,年 齢 違 反

等の理由 に よ り除 外 した。 そ の結 果,著 効3例,有 効2

例 で,総 合有 効率100%で あ っ た。

細菌学的 効果 はEscherichia coli3株,Enterococcus

sp.1株,Enterobacter aerogenes 1株 が 分 離 さ れ た

が,い ず れ も消 失 した 。

3. 主 治 医判 定

複 雑性 腎孟 腎 炎 は2例 中2例 と も有 効 以 上 。 複 雑 性 膀

胱 炎 は 著 効10例,有 効6例,や や有 効4例,無 効8例

で,有 効 率57.1%で あ っ た。 急 性 前 立 腺 炎 に お い て は

著 効4例,有 効4例,無 効1例 で,有 効 率88.9%で

あ った(Table8)｡

4. 安 全 性

自他 覚 的 副 作 用 は 全 く認 め られ な か ったが,臨 床 検 査

値 異 常 と して 急 性 前 立 腺 炎 の1例 にGOT(35→148).

GPT(42→182)の 上昇 を 認 め た。 この 異 常 は 投 与 終 了

後 前値 に復 した 。
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IV.考 察

Sparfloxacin(SPFX)はGPC及 びGNRに 幅広い

抗菌スペクトラムを有し,強 いin vitro抗 菌 力を有し

ている。経口投与により高い血中濃度が得られる反面,

尿中排泄が緩徐で,比 較的少ない。尿中排泄の少ないこ

とは複雑性尿路感染症に対 しては相反するものである

が,我 々の検討ではカテーテル非留置例において73.9

%と い う有効率は極めて高 く,強 い抗菌力を反映したも

のと思われる。特に,GPCに 対 しては64,7%と やや低

い細菌消失率を示 したが,GNRに は81.5%と 高い消

失率を示 し,MICと よ く相関 した。

さらに,急 性前立腺炎において も,UTI薬 効 評価基

準で100%,主 治医判定で88.9%と いう成績は極めて良

好と思われる。また,1例 に臨床検査値異常が認められ

たが,自 他覚的副作用は全く認められず,今 回の投与量

と投与回数では安全性に問題ないと考えられた。

以上より,sparfloxacinは 複雑性尿路感染症と急性

前立腺炎に有用性の期待される薬剤と考えられた。
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CLINICAL EXPERIENCES OF SPAR FLOXACIN (SPFX) 

AGAINST CHRONIC COMPLICATED URINARY TRACT 

INFECTION AND ACUTE BACTERIAL PROSTATITIS
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Sparfloxacin (SPFX), a novel new quinolone, was administered to 39 patients with chronic 
complicated urinary tract infection (UTI) or acute bacterial prostatitis and the following results 
were obtained. 

1) After 5 days treatment of 27 patients with chronic complicated UTI, excellent responses 
were observed in 10 cases, moderate in 7 and poor in 10. The overall efficacy rate in 
complicated UTI was 63. 0%. 

The bacteriological elimination rate of Gram—positive cocci was 64. 7% and for Gram—negative 
rods was 81. 5%, respectively. 

2) In acute bacterial prostatitis, excellent response was observed in 3 cases and moderate in 
2 after 7 days treatment. 

The overall efficacy rate was 100 %. Bacteriologically, all strains of Escherichia coli, 
Enterococcus sp. and Enterobacter aerogenes were eliminated. 

3) No side effect was observed at all. However, elevation of GOT and GPT was observed in 
one case. 

These data suggested that sparfloxacin was an excellent drug for chronic complicated UTI or 
acute bacterial prostatitis.


